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1．河川の現況流下能力とは

・現在の河道の断面積で、どの程度の洪水を

流せるのかを地点毎に流量で表したもの。

●評価の方法●●評価の方法●

①．水位と流量の関係を調べる。

②．①.で調べた関係から、その断面で安全に流せる

　 洪水を流量として評価する。

①．水位と流量の関係を調べる。①．水位と流量の関係を調べる。

②．①②．①..で調べた関係から、その断面で安全に流せるで調べた関係から、その断面で安全に流せる

　　 洪水を流量として評価する。洪水を流量として評価する。
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上流

下流

Q（下流へ）
V2

Q（断面-2）
V1

H1

A1

A2

断面-1

断面-2

Q：流量
A：断面積
V：流速
H：水位

ある流量Qが流れた場合

　同じ流量が流れてきても、断面

の大きさによって、流量と水位

（断面積）の関係が異なる！！

　断面毎に水位と流量の関係水位と流量の関係と安全

な高さがわかれば、その断面で安全

に流すことのできる流量（現況流下

能力）が分かる。

Q=A1×V1=A2×V2Q=A1×V1=A2×V2

①．水位と流量の関係

H2

ある断面での水位と流量の関係を水理計算により把握する。

ただし、水位と流量の関係はその断面だけで決まるものではなく、

下流の影響を受ける！！

安全な高さ：H
水　

位

H2

H1

H3

Q2 Q3QQ1

流　量

Q：ある断面で安全に流せる流量

【水位と流量の関係】

①．水位と流量の関係
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・断面での水位と流量の関係がわかっている。

その断面での安全な高さ安全な高さが分かれば

安全に流すことのできる流量（現況流下能力現況流下能力）がわかる。

安全な高さ

計画断面

現況断面

スライド堤防高

スライド
堤防

余裕高

安全な高さ（スライド堤防高－余裕高）安全な高さ（スライド堤防高－余裕高）

H.W.L

②．安全に流せる洪水の流量

スライド堤防高
スライド堤防高

スライド堤防高スライド堤防高

計画高水位

計画高水位まで
水面が上がって
くると

計画断面

現況断面

現況の堤防の厚みは左右岸で違うので、
スライド堤防高は左右岸で異なる。

　計画堤防は計画高水位ま
で水面が上がってきた時に
壊れないように設計されて
いる。

　堤防の現況断面内に計
画堤防断面が入るように平
行移動（スライド）させる。
このときの計画堤防の天端
の高さをスライド堤防高スライド堤防高と
いう。

堤防の厚みが足りないので
堤防が壊れる危険がある。

安全のため現況断面で堤防の
厚みが確保される範囲をさがす。

平行移動
させる

漏水
破堤
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余裕高余裕高

余裕高とは、洪水時の
風浪、うねり跳水による
越流を防ぐために必要
な高さ。

余裕高は、流量の範囲で
決められている。

計画断面

計画高水位余裕高余裕高

越えるのを防ぐ

10,000 10,000 ～～2.02.0

　　 5,000 5,000 ～～ 10,00010,0001.51.5

　　 2,000 2,000 ～～ 5,0005,0001.21.2

　　　　 500 500 ～～ 2,0002,0001.01.0

　　　　 200 200 ～　～　 5005000.80.8

　　　　 　　　　 ～　～　 2002000.60.6

計画高水流量計画高水流量((mm33/s)/s)余裕高余裕高((m)m)

構造令では、流量規模に応じた余裕高を構造令では、流量規模に応じた余裕高を
下表の値以上としています。下表の値以上としています。
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2．五ヶ瀬川における流下能力不足箇所の説明

整備方針流量

2,600m
3
/s

3,700m
3
/s

9,000m
3
/s

2,650m
3
/s

7,200m
3
/s

北

川 祝

子

川

行

縢

川

延

岡

大

橋

五

ヶ

瀬

川

鉄

道

橋

五

ヶ

瀬

橋

板

田

橋

亀

井

橋

松

山

橋

天

下

橋

大

瀬

川

分

流

点

岩

熊

大

橋

岩

熊

井

堰

11k10k9k8k7k6k5k4k3k2k1k0k

11k10k9k8k7k6k5k4k3k2k1k0k

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

鷺島地区（無堤）
市街地
狭窄部 岡富・古川地区

（堤防断面不足）

天下
狭窄部

三輪地区
（堤防断面不足）隔流部

整備計画流量

○○○○m
3
/s

↑

流

下

能
力

（m
3
/s）

↓

HWLでの流下能力

スライド堤防高－余裕高での流下能力

右岸

左岸

五ヶ瀬川流下能力図（現況河道）
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整備方針流量

4,600m
3
/s

分

流

点

大

瀬

大

橋

大

瀬

橋

安

賀

多

橋

須

崎

橋

五

ヶ

瀬

川

鉄

道

橋

延

岡

大

橋

鷺

島

橋

整備計画流量

○○○○m
3
/s

6,000

4,000

2,000

0

0

2,000

4,000

6,000

1k

1k 2k 3k 4k 5k 6k 7k 8k 9k

9k8k7k6k5k4k3k2k

鷺島～浜砂地区 安賀多地区

隔流部

延岡市街部

↑

流
下
能
力

（m3/s）

↓

HWLでの流下能力

スライド堤防高－余裕高での流下能力

右岸

左岸

大瀬川流下能力図（現況河道）

北川・祝子川流下能力図（現況河道）

整備方針流量　5,400m3/s

8,000

6,000

4,000

2,000

0

8,000

6,000

4,000

2,000

0

整備計画流量

○○○○m3/s

1k

1k 2k 3k

2k 3k

本川河口狭窄部の水位
上昇により、流下能力不
足となっている

↑

流
下
能
力

（m
3
/s）

↓

HWLでの流下能力

スライド堤防高－余裕高での流下能力

右岸

左岸

祝
子
橋

祝
子
川
鉄
道
橋

祝
子
大
橋

2,000

1,500

1,000

500

2,000

1,500

500

0

1,000

0 1k0k

1k0k

↑

流
下
能
力

（m
3
/s）

↓

右岸

左岸

整備計画流量 ○○○m3/s

整備方針流量 1,400m3/s

本川河口狭窄部の水位上
昇により、流下能力不足と
なっている

北　川 祝子川
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五ヶ瀬川水系平面図

五ヶ瀬川

大瀬川

祝子川

北川

鷺島地区
（無堤）

河口
狭窄部

鷺島・浜砂地区

分流地点 延岡市街部

隔流部

延岡
市役所前

岡富・古川地区

天下地区

三輪地区

は、流下能力不足箇所

北
川

五ヶ瀬川

日向灘

35
0
35
0 mm

30030
0mm

25025
0mm

流下能力不足箇所⇒五ヶ瀬川河口部（-0/6～0/0）

-1 0 1

北川 祝子川

外海潮位
TP+1.32m

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

距離標 (km) →

↑

標

高

(TP.m)

：左岸現況堤防高

：右岸現況堤防高

：H9左岸痕跡水位

：H9右岸痕跡水位

HWL

計画堤防高

平均河床

最深河床

北川合流後の川幅が
狭い為、水位が上昇



9

流下能力不足箇所⇒鷺島地区（五ヶ瀬川0/6～1/2右岸）

無堤

イメージ図(五ヶ瀬川　0ｋ800)

2,650m
3
/s

9,000m
3
/s

3,700m3/s

10,000 

9,000 

8,000 

7,000 

6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

0
.0

0
.2

0
.4

0
.6

0
.8

1
.0

1
.2

1
.4

1
.6

1
.8

2
.0

距離標　（㎞）　→

↑

流

下

能

力

（m3/s）

↓

HWLでの流下能力

スライド堤防高－余裕高での流下能力

右岸

左岸

方針流量

隔流部

流下能力不足箇所⇒隔流部（2/0～2/8）

0 1 2 3 4 5 6 7 8

北川

祝子川

行縢川

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

距離標 (km) →

↑

標

高

(TP.m)

：計算水位（隔流堤無）

：計算水位（隔流堤有）

H.W.L

平均河床高

最深河床高

隔流堤により
約2m水位低減 延岡大橋

五ヶ瀬川鉄道橋

大瀬川大瀬川
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流下能力不足箇所⇒延岡市役所前（五ヶ瀬川 3/4～4/0）

65432

1,920m
3
/s

亀井橋

板田橋

延岡大橋

五ヶ瀬川鉄道橋

五ヶ瀬橋

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

距離標 (km) →

↑

標

高

(TP.m)

：左岸現況堤防高

：右岸現況堤防高
：計算水位（既往最大流量）

計算流量

H.W.L

計画堤防高

平均河床高

最深河床高

市役所前駐車場

駐車場等で狭窄部
となり水位が上昇

亀井橋

板田橋

2,650m
3
/s

3,000 

2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

4
.2

4
.4

4
.6

4
.8

5
.0

5
.2

5
.4

5
.6

5
.8

6
.0

距離標　（㎞）　→

↑

流
下

能
力

（m
3
/s）

↓

HWLでの流下能力

スライド堤防高－余裕高での流下能力

右岸

左岸

方針流量

流下能力不足箇所⇒岡富・古川地区（五ヶ瀬川 4/4～6/0左岸）

堤防断面不足

イメージ図(五ヶ瀬川　4ｋ800)
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流下能力不足箇所⇒天下地区（五ヶ瀬川 7/8～8/2）

97 8

行縢川

天下橋

1,900 m3/s

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

距離標 (km) →

↑

標

高

(TP.m)

：左岸現況堤防高

：右岸現況堤防高

：計算水位（既往最大流量）

計算流量

計画堤防高

平均河床高

最深河床高

H.W.L

弯曲、狭窄部の為水位が上昇

天下橋上流

天下橋

イメージ図(五ヶ瀬川　8ｋ000）

流下能力不足箇所⇒三輪地区（五ヶ瀬川 9/0～11/0右岸）

岩

熊

井

堰

岩

熊

大

橋

方針流量

7,200m
3
/s

10,000 

8,000 

6,000 
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2,000 

0

2,000
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.8

1
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.0

1
0
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1
0
.4

1
0
.6

1
0
.8

1
1
.0

1
1
.2

1
1
.4

1
1
.6

距離標　（㎞）　→

↑

流

下

能

力

（m
3
/s）

↓

HWLでの流下能力

スライド堤防高－余裕高での流下能力

右岸

左岸

堤防断面不足

イメージ図(五ヶ瀬川　10ｋ000)

岩熊大橋
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0 1 2 3

鷺島橋

延岡大橋

五ヶ瀬川

鉄道橋

須崎橋

安賀多橋

4,600 m3/s

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

距離標 (km) →

↑

標

高

(TP.m)

：左岸現況堤防高
：右岸現況堤防高

：計算水位（既往最大流量）

計算流量

計画堤防高

平均河床高

最深河床高

H.W.L

流下能力不足箇所⇒鷺島地区（大瀬川 0/6～3/2）

河道内の砂州、樹木等に
より水位が上昇

延岡大橋

五ヶ瀬川鉄道橋須崎橋

鷺島橋

安賀多橋

流下能力不足箇所⇒延岡市街部（大瀬川3/6～5/2右岸）

0 1 2 3

鷺島橋

延岡大橋

五ヶ瀬川

鉄道橋

須崎橋

4,600 m
3
/s

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

距離標 (km) →

↑

標

高

(TP.m)

：左岸現況堤防高

：右岸現況堤防高

：計算水位（既往最大流量）

計算流量

計画堤防高

平均河床高

最深河床高

H.W.L 大瀬川市民運動公園

高水敷利用
により河積不足
となっている。

大瀬橋

大瀬大橋
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分流地点（五ヶ瀬川9/0～9/4）

下流の改修状況に見合った適正な分派を計る。）

五ヶ瀬川五ヶ瀬川

大瀬川大瀬川

五ヶ瀬川五ヶ瀬川 大瀬川大瀬川

岩熊大橋

3．流下能力確保方策の紹介
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　流下能力確保方策例⇒低水路拡幅(平水位以上の掘削)

・低水路の拡幅に伴い高水敷が喪失し、高水敷の利用が制限されます。

・単断面化によって、河川環境へ影響を与える可能性があります。

・湾曲部で、堆砂傾向にある箇所では維持が困難です。

　流下能力確保方策例⇒河床掘削　

・現在の川底を掘下げて洪水を流します。

・動植物の生息環境を乱すおそれがあります。

・将来的に土砂が堆積し、元の川底に戻る可能性があります。
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　流下能力確保方策例⇒引堤　

・現在の川幅を拡幅して、洪水を流します。

・多くの家屋、ビル等の移転を伴います。

・橋梁の架け替えが必要です。

　流下能力確保方策例⇒堤防嵩上げ　

・現在の堤防を高くして、洪水を流します。

・堤防が決壊した場合の影響が現状より大きくなります。

・橋梁の架け替えが必要です。
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　模型実験で川の形状と水位の関係を見てみましょう。

水路を上から見た模式図

川幅が一定の場合

流れ

水路を上から見た模式図

川幅が一部狭い場合

流れ
川幅の変化によって川幅の変化によって
水面形が変化する水面形が変化する


